
人に人脈あり
　インターネット広告を主力事業として手がけるサム

スルの創業は1999年。創業のきっかけは、「クララオ

ンラインの家本賢太郎社長との出会いが大いに関係

している」と、サムスル社長の渡邉裕晃氏は振り返る。

　渡邉氏は、大学院時代にメールマガジンを配信す

るベンチャー企業でアルバイトしていた。「本当は、

生活費を稼ぐためのものだった」という。ユーザーに

配信するメールマガジンは講演内容の要約が中心。

メール配信のために創業者や経営者を訪れた。「多く

の人と出会って感銘を受けた。ベンチャービジネス

に魅せられていった」。そこで大学院を休学し、アル

バイト先の社員になる。その後、クララオンラインが

インターネット広告を新規事業として立ち上げる時

期に転職する。こうしてサムスルの主力事業となるイ

ンターネット広告に携わるようになったのだ。

　クララオンラインを辞めたのは、同社がインターネ

ット広告事業から撤退することになったためだ。事

業撤退を告げるため、お詫びを兼ねて顧客への挨拶

回りに奔走する。すると、多くの顧客から渡邉氏が創

業してサービス提供することを助言された。「応援し

てくれる顧客がたくさんいる。その気持ちを無駄には

しない」と、会社を立ち上げることにしたのである。

顧客が渡邉氏を高く評価していたのは、事業に対す

る前向きな姿勢からといえよう。同社では、「成長縁」

をキャッチフレーズに「仕事に関わるさまざまな存在

同士で成長し合う関係を築いていく」ことを追求して

いる。今後も、「インターネット広告で、いかに顧客の

ビジネスを伸ばしていけるかに重きを置く」としてい

る。

　レンタルサーバー事業を主軸にしているクララオ

ンラインとは、「当社はサーバーを借り、クララオンラ

インさんはインターネット広告で顧客になってくれて

いる」という。プライベートでは、「クララオンライン

さんの社員と、家本さんと私の3人で会食したりする」

そうだ。公私ともに関係が深い両者。渡邉氏は、「今

後は、アライアンスを組むことも模索していきたい」

考えを示しており、新サービス創造の話し合いを進

めているようだ。

　　　　　　　　　　　　　　 （佐相彰彦）
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このコーナーでは、リレー方式により、人と人のつながりを追っていく

創業のきっかけに
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